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1.はじめに 
 

本冊子は、ＤＴ－３００のアプリケーションプログラム開発を初めて行う方を対象に、その概要を 

説明するものです。 

プログラムの開発、ダウンロード等の操作方法を、一連の処理の流れに沿って説明します。 
 

 なお、各処理の詳細ついては、各解説書を随時参照して下さい。 
 

１－１ 環境 
 

   ＤＴ－３００のソフト開発にあたっては、以下のものが必要になります。 
 

   ①プログラム作成／ダウンロード用ＰＣ 

    ＰＣは、ＰＣ／ＡＴ互換機です。 
 

   ②開発キット 

    ソースコードのコンパイル、リンク、及びダウンロードファイルの作成を行います。 

    既に以下の開発キットをお持ちの方には、バージョンアップキットが用意されています。 

ＤＴ－７００用、ＤＴ－７５０用、ＤＴ－８００用、 

ＤＴ－８３０用、ＤＴ－８５０用、ＤＴ－９００用 
 

   ③通信キット 

    ダウンロードファイルのＰＣからＤＴ－３００へのダウンロードに使用します。 
 

１－２ 開発の流れ 
 

   処理の流れと各処理で必要となるプログラム名を次ページに記載します。 
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(1)ダウンロードにHIOWINを使用する場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードファイル

(*.LOD) 

エディタ ① エディタを使ってソースプログラムを作成します。 

② 作成したソースファイルを、ＳＨ－Ｃ漢字コード変換する 

プログラムに通します。 
ＳＨ－Ｃ漢字コード変換 

ソースファイル 関数群定義ファイル 

ＳＨシリーズＣコンパイラ ③ 変換後のソースファイルと関数群定義ファイルより、 

オブジェクトファイルを作成します。 

オブジェクトファイル ＳＨ－Ｃ標準ライブラリ 

Ｈシリーズリンケージエディタ ④ 作成したオブジェクトファイルとＳＨのＣ標準ライブラリから、 

ロードモジュールを作成します。 

ロードモジュール 

Ｓタイプオブジェクト (*.MOT，*.MAP) 

オブジェクト変換 

⑤ ロードモジュールをＳタイプオブジェクト変換ツールで、 

ダウンロード用データ形式に変換します。（CNVS.EXE） 

⑥ アプリケーションインストール用ユーティリティを使用して、Ｓタ

イプオブジェクトを実機にロードします。 

アプリケーション 

⑦ 動作確認を行います。アプリケーションを修正する場合は、①から繰り返します。 

ＨＩＯプロトコル 

APCNVY.COM 

ＨＩＯプロトコル 

ＩｒＤＡ 

ＩＯボックス(DT-365IO) 

ＰＣ 
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HOST(PC) 

［IOﾎｯ゙ｸｽ］ 

［DT-300］ 

(2)ダウンロードにLMWINを使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                               

 

 
 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

           

 

 

 

 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エディタ ① エディタを使ってソースプログラムを作成します．（＊．Ｃ） 

②  作成したソースファイルの漢字を変換します． 

   （ＫＪ＿ＣＮＶＲＴ．ＥＸＥ） 

ＳＨ－Ｃ漢字コード変換 

ソースファイル （＊．Ｃ） 
関数群定義ファイル 

 （＊．Ｈ） 

 （＊．ＩＮＣ） 

ＳＨシリーズＣコンパイラ ③  変換後のソースファイルと関数群定義ファイルより， 

   オブジェクトファイルを作成します． （ＳＨＣ．ＥＸＥ） 

オブジェクトファイル  

（＊．ＯＢＪ） 

(ap_start.obj/ap_init.obj) 

ＳＨ－Ｃ 

標準ライブラリ 

 （＊．ＬＩＢ） 

ダウンロード ⑥  アプリケーションインストール用ユーティリティを使用して，    

   実機にロードします． 

赤外通信 

アプリケーション 
⑦ 動作確認を行います． 

⑧ アプリケーションを修正する場合は，①から繰り返します． 

ＳＨシリーズリンケージエディタ ④ 作成したオブジェクトファイルとＳＨのＣ標準 

ライブラリから，ロードモジュールを作成します． （ＬＮＫ．ＥＸＥ，ＳＵＢＭＫ．ＥＸＥ）

オブジェクト変換 ⑤ ロードモジュールをＳタイプオブジェクト変換ツールで変換します．  

（ＣＮＶＳ．ＥＸＥ） 

さらに，アプリケーションコンバータでダウンロード用ファイルに 

変換します．（ＡＰＣＮＶＹ．ＣＯＭ） 

ロードモジュール （＊．ＡＢＳ） 

Ｓタイプオブジェクト（＊．ＭＯＴ） 

ダウンロード用ファイル （＊．ＬＯＤ） 
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２．ＳＨＣコンパイラ開発環境 
２－１ 必要な開発環境 

 

   ＤＴ－３００のアプリケーションプログラムを開発するには、以下の環境が必要になります。 

   ただし、ユーザーズメモリについては、コンパイルするプログラムの大きさによって変動し 

   ますので、ここではあくまでも目安としてご参照ください。 
 

ハードウェア PC/AT互換機 

ＣＰＵ ８０３８６ＳＸ以上 

ＯＳ IBM-DOS Ver J4.05/V 以上または同等以上のMS-DOS 

ユーザーズメモリ コンベンショナル 640KB + プロテクトメモリ 3MB 以上 

空きディスク容量 ３ＭＢ以上  
                             表２－１ 開発用機種と開発環境 
 

２－２ コンパイラのインストール 
２－２－１ ハードディスクへのコピー 

 

    開発環境の各ファイルを、任意のディレクトリへコピーしてください。 

    一般的には、次のようにするとよいと思われます。 
 

¥ SHC¥ BIN SHC コンパイラ本体エラーメッセージファイル 

  LIB 標準ライブラリ関数群実行時ルーチン群 

  INCLUDE 標準インクルードファイル 

  LINK リンク環境 

 DT300¥ OBJ DT-300 専用オブジェクトファイル 

  TOOLS DT-300 専用ツール 
                    表２－２ 推奨ディレクトリ構成 
 

 

    なお、C言語開発キットに添付されているフロッピーディスクの内容は次の通りです。 

    また、バージョンアップキットには⑤のみ添付されています。 
 

    ①コンパイラディスク１ 
 

¥ BIN¥ DOS4G.EXE SHC コンパイラ 

  SHC.EXE SHC コンパイラ 

  SHCERR.MSG エラーメッセージファイル 

  SHCERR.OFF エラーメッセージファイル 

  SHCFRT.EXE SHC コンパイラ 

  SHCHLP.MSG エラーメッセージファイル 

  SHCPRM.EXE SHC コンパイラ 

  SHCTIL.EXE SHC コンパイラ 
                  表２－３ SHC コンパイラディスク１の内容 
 

    ②コンパイラディスク２ 
 

¥ BIN¥ SHCASM.EXE SHC コンパイラ 

  SHCGEN.EXE SHC コンパイラ 

  SHCMDL.EXE SHC コンパイラ 
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    ③コンパイラディスク３ 
¥ LIB¥ SHCLIB.LIB SHC 標準ライブラリ 

  SHCNPIC.LIB SHC 標準ライブラリ 

  SHCPIC.LIB SHC 標準ライブラリ 

  ASSERT.H SHC 標準インクルードファイル 

  CTYPE.H SHC 標準インクルードファイル 

  ERRNO.H SHC 標準インクルードファイル 

  FLOAT.H SHC 標準インクルードファイル 

  LIMITS.H SHC 標準インクルードファイル 

  MACHINE.H SHC 標準インクルードファイル 

  MATH.H SHC 標準インクルードファイル 

  MATHF.H SHC 標準インクルードファイル 

  SETJMP.H SHC 標準インクルードファイル 

  STDARG.H SHC 標準インクルードファイル 

  STDDEF.H SHC 標準インクルードファイル 

  STDIO.H SHC 標準インクルードファイル 

  STDLIB.H SHC 標準インクルードファイル 

  STRING.H SHC 標準インクルードファイル 

                  表２－５ SHC コンパイラディスク３の内容 
 

    ④リンカディスク 
¥ CNVS.EXE S タイプオブジェクトコンバータ 

 LNK.EXE リンカ 

                     表２－６ リンカディスクの内容 
 

    ⑤専用ファイルディスク 
¥ LIB¥ HICIF.LIB ITORN ライブラリ 

  HIOLIB.LIB   ※ HIO プロトコルライブラリ（DT-360IO 通信ライブラリ） 

 INC¥ BIOS1DEF.H   ※ BIOS 関数定義ヘッダファイル 

  BIOS1MAC.H   ※ BIOS マクロ定義ヘッダファイル 

  CMNDEF.H     ※ BIOS 共通定義ヘッダファイル 

  ITRON.H ITRON ヘッダファイル 

  HIOLIB.H    ※ HIO プロトコル定義ファイル 

 OBJ¥ AP_START.OBJ ※ AP 初期化モジュール 

  AP_INIT.OBJ  ※ AP 使用変数初期化モジュール 

  PATCH001.LOD ※ パッチファイル   注 5） 

 TOOLS¥ KJ_CNVRT.EXE 漢字コード変換ツール 

  SUBMK.EXE ワークセッション先頭アドレス設定ツール 

  APCNVY.COM   ダウンロードファイル作成ツール 

 SAMPLE¥DEMO¥ 
APSMP.C    ※ サンプルアプリケーション 

  
APSMP.MOT   ※  

  
APSMP.MAP   ※  

  
APSMP.LOD   ※  

  
APSMP.MAK   ※  

  
APSMP.SUB   ※  

  
CONFIG.HTS  ※ 環境設定ファイル 

  
CONFIG.PAS   ※ 代理店ＩＤ設定ファイル 

  
CONFIG.ID    ※ 機器ＩＤ設定ファイル 

  
ASTART.HTS   ※ 自動実行プログラム設定ファイル 

  CONFIG.HIO   ※ 通信用スクリプトファイル 

 SAMPLE¥KEY¥ smp_key.c    ※ キー入力サンプルソースファイル 

  smp_key.h    ※ キー入力サンプル定義ファイル 

                   表２－７ 専用ファイルディスクの内容 
 

 

★ 専用ファイルディスクの内容は、ＤＴ－３００と他の機種では内容が異なります。 

上記図中の「※」印の付いたファイルが実際に異なるファイルです。 

複数の機種の開発環境を共存させる場合は混在させないように注意してください。 
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２－２－２ ＰＡＴＨの設定 
 

    コンパイラやリンカ、ＤＴ－３００用ツールが格納されているディレクトリにＰＡＴＨを 

    設定します。 

    以下の例は「２－２－１ ハードディスクへのコピー」の冒頭で示した推奨するディレク 

    トリ構成になっている場合のものです。 
 

    ●例（既存のＰＡＴＨに追加する場合） 

  SET PATH=%PATH%;C:¥SHC¥BIN;C:¥SHC¥LNK;C:¥DT300¥TOOLS 
 

２－２－３ 環境変数の設定 
 

    ①Ｃコンパイラシステム格納場所の設定（SHC_LIB） 

     Ｃコンパイラシステム（Ｃコンパイラメッセージファイル）を格納した場所のパスを 

     環境変数名「ＳＨＣ＿ＬＩＢ」にセットします。 
 

     ●例 SET SHC_LIB=C:¥SHC¥BIN 
 

★ ここで設定するのは、ライブラリファイルのある場所ではなく、コンパイラのある場所です。

 環境変数名が「SHC_LIB」となっている為、ライブラリファイルのある場所と間違えやすいので

 注意してください。

 

    ②中間ファイル作成ディレクトリの設定（SHC_TMP） 

     コンパイラは、プログラムのコンパイル処理中にいくつかの中間ファイルを生成します。 

     環境変数「ＳＨＣ＿ＴＭＰ」は中間ファイルの作成ディレクトリを設定します。 
 

     ●例 SET SHC_TMP=C:¥SHC 
 

★各環境変数名に設定できるパス名は、それぞれ１つずつだけです。

 

    ③プロテクトメモリ領域指定 

     ＳＨＣコンパイラは増設されている拡張メモリを使用するため、コンパイラが使用する 

     プロテクトメモリ領域を環境変数「ＤＯＳ１６Ｍ」に設定します。 
 

     ただし、設定が無ければコンパイラはＶＣＰＩ規格または、ＤＰＭＩ規格でドライバに 

     メモリを要求します。 
 

 

 

 

 

 

★PC/AT 互換機のメモリドライバは、基本的に上記規格に対応している為、大方の場合、環境変数 

 「DOS16M」は設定しなくても構いません。 

 同様に Windows のＤＯＳ窓で動作させる場合も、設定しなくてかまいません。 
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      ＜書式１＞ 

       SET DOS16M=1[@<先頭アドレス>] [:<サイズ>] 

      ＜書式２＞ 

       SET DOS16M=1[@<先頭アドレス>] [-<終了アドレス>] 

       [ ］内は省略可能を意味します。 

       アドレス及びサイズは１～１６ＭＢまで指定可能です。 
 

        ・先頭アドレス：コンパイラが使用するメモリ領域の先頭アドレスを指定します。 

        ・終了アドレス：コンパイラが使用するメモリ領域の狩猟アドレスを指定します。 

        ・サイズ   ：コンパイラが使用するプロテクトメモリの容量を指定します。 
 

        設定項目は１０進または、１６進で行います。 

        ただし、１６進の場合はプリフィックスの「０ｘ」が必要です。 

        また数字はＫバイト／Ｍバイト単位で指定できますが、サフィックスが無い場合は 

        Ｋバイトであると見なします。 
 

        ●例１（拡張メモリを４ＭＢ実装し、１ＭＢから４ＭＢの３ＭＢを使用する場合） 

            SET DOS16M=1@1M-4M 

            或いは、 

            SET DOS16M=1@1M:3M 
 

        ●例２（拡張メモリを４０９６Ｋ使用する場合） 

            SET DOS16M=1:4096K 
 

★ VCPI（Virtual Control Program Interface）

 メモリ管理規格の１つで、仮想８６モードで使う EMS ドライブとプロテクトメモリと使う DOS エクス

 テンダを調整し、メモリを効率よく配分する為の規格。

★ DPMI（Dos Protect Mode Interface）

 メモリ管理規格の１つで、MS-DOS をベースにマルチタスク環境でのアプリケーションプログラムが

 プロテクトメモリを効率よく使用できるようにした規格。

 

２－２－４ ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳファイルの設定 
 

    ①ＦＩＬＥＳ 

     プログラムの処理中に、少なくとも２０個のファイルを同時にオープンできるように 

     設定する必要があります。 

     ＦＩＬＥＳのオペランドには２０以上の値を設定して下さい。 
 

     ●例 FILES=20 
 

    ②ＥＭＳドライバ 

     ＥＭＳドライバを組み込んだ状態で拡張メモリを使用する際は、ＥＭＳドライバが 

     ＶＣＰＩ／ＤＰＭＩ規格に対応している場合のみ、ＳＨＣコンパイラと共存すること 

     ができます。 
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     ●例 （ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳファイル） 
 

      FILES = 20 

      BUFFERS = 20 

      DEVICE = C:¥TOOL¥HSB.EXE V -X 

      DEVICE = C:¥DOS¥VMM386.EXE /I /U 

      SHELL = C:¥COMMAND.COM A:¥ /P /E:1024 

      DEVICEHIGH = C:¥SYS¥RSDRV.SYS 

      DEVICEHIGH = C:¥SYS¥MOUSE.SYS 

      DEVICEHIGH = C:¥SYS¥PRINT.SYS 
 

    ③ＳＴＡＣＫＳ 
 

     ＳＴＡＣＫＳは外して下さい。 
 

 

※ＷｉｎｄｏｗｓのＤＯＳ窓を使用する場合には、CONFIG.SYSを変更する必要はありません。 
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２－３ コンパイル 
 

   コンパイルには次の２つの作業が必要になります。 
 

    ・漢字コード変換  （ＫＪ＿ＣＮＶＲＴ．ＥＸＥ） 

    ・コンパイル    （ＳＨＣ．ＥＸＥ） 
 

   コンパイルが完了するとオブジェクトファイル（*.OBJ）が生成されます。 
 

 

２－３－１ 漢字コード変換（KJ_CNVRT.EXE） 
 

    漢字変換ツールは、変換元プログラムの漢字コードを１６進数値データに変換して、 

    結果を変換先ファイルに出力します。 
 

    《書式》 KJ_CNVRT ＜変換元ファイル＞ ＜変換先ファイル＞ 
 

     ●例 C:¥DT300¥SAMPLE>KJ_CNVRT SAMPLE.SRC SAMPLE.C 
 

    ＳＡＭＰＬＥ．ＳＲＣ（変換前のファイル） 
 

char dsp_data[ ]=“ｶﾅ”; 
void sample(){               /*ｺﾒﾝﾄ*/ 

   lcd_string(LCD_ANK_STANDARD,LCD_ATTR_NORMAL,(UB *)dsp_data[0],LCD_LF_OFF); 

} 
 

                   ↓ 
    ＳＡＭＰＬＥ．Ｃ（変換後のファイル） 

 

char dsp_data[ ]=“¥xb6¥xc5”; 
void sample(){               /*ｺﾒﾝﾄ*/ 

   lcd_string(LCD_ANK_STANDARD,LCD_ATTR_NORMAL,(UB *)dsp_data[0],LCD_LF_OFF); 

} 
 

 

★ 本ツールは、シフト JIS で記述された C プログラムを対象にしています。

 文字（‘ ’）内の２バイト全角文字を、対応する１バイト半角文字コードに変換することは

していません。環境変数「DOS16M」は設定しなくても構いません。

アプリケーション用のヘッダーファイルに漢字変換が必要な文字列が存在する場合も、C ソース

コードと同様に変換処理を行ってください。
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２－３－２ コンパイルの実行 
 

    《書式》 SHC ＜オプション＞ ＜ソースファイル名＞ 
 

     オプション 

      ／Ｉ＝パス名：インクルードファイル取込先パス名設定 

      ／Ｌ    ：リストファイル出力先指定 

      ／ＯＰ＝ｎ ：ｎ＝０は最適化無し  ｎ＝１は最適化あり 

     ※コンパイルオプションの詳細については「ＳＨシリーズＣコンパイラユーザーズ 

      マニュアル」の「コンパイラオプション」の項をご参照ください。 
 

２－３－３ コンパイルの実行例 
 

    C:¥DT300¥SAMPLE>KJ_CNVRT SAMPLE.SRC SAMPLE.C                       ・・・ ａ 

    C:¥DT300¥SAMPLE>SHC /i=.,C:¥DT800¥INCLUDE;C:¥SHC¥INCLUDE SAMPLE.C  ・・・ ｂ 
 

     ａ．漢字変換を実行します。 

     ｂ．コンパイルを実行します。 
 

２－４ リンク 
 

   リンクの作業には次の３つがあります。 
 

    ・リンク                 （ＬＮＫ．ＥＸＥ） 

    ・Ｂ，Ｒセクションの先頭アドレスの補正  （ＳＵＢＭＫ．ＥＸＥ） 

    ・再リンク                （ＬＮＫ．ＥＸＥ） 
 

   リンク完了時にはロードモジュール（*.ABS）とマップファイル（*.MAP）が生成されます。 
 

２－４－１ リンク環境の設定 
 

    まず最初に「ＳＵＢＣＯＭＭＡＮＤ」ファイルを作成します。 

    これはリンク時の環境を設定するものです。テキストエディタ等で作成してください。 

    拡張子は「．ＳＵＢ」と付けます。 
 

    主な設定内容は次の通りです。 
 

  INPUT C:¥SHC¥OBJ¥AP_START.OBJ,& 

 ａ  C:¥SHC¥OBJ¥AP_INIT.OBJ,& 

   C:¥DT800¥AP¥SAMPLE.OBJ 

 

  LIBRARY C:¥SHC¥LIB¥SHCLIB.LIB 

  LIBRARY C:¥SHC¥LIB¥HICIF.LIB 

 

 ｂ ROM (D,R) 

 ｃ START P,C,D,hicif(09048030) 

  OUTPUT .¥SAMPLE 

  PRINT .¥SAMPLE 

  FORM A 

  EXIT 
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    ａ．リンク対象オブジェクトファイルの指定 

      ＤＴ－３００専用ファイル（AP_START.OBJ，AP_INIT.OBJ）と作成したアプリケーション 

      プログラムを指定します。 

    ｂ．ＲＯＭ化支援機能の指定 

      初期値付き変数領域を初期化コードと変数領域に分割するために，Ｄ，Ｒセッションを 

      指定して下さい。 

    ｃ．アプリケーション開始アドレスの指定 

      次の値を指定して下さい。 

・ ０９０４８０３０ 
 

※ ＳＵＢＣＯＭＭＡＮＤファイルについては，「ＳＨ－Ｃリンケージエディタ  ライブラリアン

オブジェクトコンバータ  ユーザーズマニュアル」を参照して下さい。 
 

２－４－２ リンクの実行 
 

    《書式》 LNK -SUBCOMMAND=＜SUBCOMMANDファイル名＞ 
 

２－４－３ Ｂ，Ｒセクション先頭アドレス補正ツール（SUBMK.EXE） 
 

    Ｂ，Ｒセクション先頭アドレス補正ツールは、マップファイルよりＣセクションの 

    終了アドレスを求め、ＳＵＢＣＯＭＭＡＮＤファイルの書き換えを行います。 

    そこでこのツールを実行後、再度リンクを行わなければなりません。 
 

★ 本ツールはサブコマンドファイルを直接書き換えてしまう為、事前に対象ファイルのバックアップを

 取る必要があります。

補正はバックアップしたサブコマンドファイルに対して行ってください。

 

２－４－４ 再リンクの実行（LNK.EXE） 
 

    《書式》 LNK -SUBCOMMAND=<SUBCOMMANDファイル名> 
 

２－４－５ リンクの実行例 
 

    C:¥DT300¥SAMPLE>COPY SAMPLE.SUB SUBFILE.SUB   ・・・・・ ａ 

    C:¥DT300¥SAMPLE>LNK -SUBCOMMAND=SUBFILE.SUB   ・・・・・ ｂ 

    C:¥DT300¥SAMPLE>SUBMK SUBFILE.SUB             ・・・・・ ｃ 

    C:¥DT300¥SAMPLE>LNK -SUBCOMMAND=SUBFILE.SUB   ・・・・・ ｄ 
 

    ａ．ｃで実行する「ＳＵＢＭＫ．ＥＸＥ」はＳＵＢＣＯＭＭＡＮＤファイルを更新する為、 

      サブコマンドファイルを補正用サブコマンドファイルにコピーします。 

    ｂ．Ｂ，Ｒセクション先頭アドレス補正ツール実行用のマップファイル（*.MAP）を作成 

      する為に１度リンクを実行します。 

    ｃ．Ｂ，Ｒセクション先頭アドレス補正ツールを実行します。 

    ｄ．補正されたサブコマンドファイルで再度リンクします。 
 



DT-300 開発ガイド                                                                                         

 

 12

 

２－５ オブジェクト変換 
 

   オブジェクト変換の作業には以下の２つがあります。 

   オブジェクト変換を行うことにより、Ｓタイプオブジェクト（*.MOT）が生成されます。 

Ｓタイプオブジェクト（*.MOT）を、さらにダウンロードファイルへ変換することで、実際にＤＴ－

３００へダウンロードするファイル（*.LOD）が作成されます。 
 

    ①オブジェクト変換            （ＣＮＶＳ．ＥＸＥ） 

    ②ダウンロードファイルへの変換      （ＡＰＣＮＶＹ．ＣＯＭ） 
 

 

２－５－１ オブジェクト変換（CNVS.EXE） 
 

   Ｓタイプオブジェクト（*.MOT）の生成を行います。 
 

   《書式》 CNVS <ロードモジュール名(*.ABS)> 

        拡張子「＊．ＡＢＳ」は省略できます。 
 

    ●例 C:¥DT300¥SAMPLE>CNVS SAMPLE 
 

２－５－２ ダウンロードファイルへの変換（APCNVY.COM） 
 

   実際にＤＴ－３００にダウンロードするダウンロードファイルを作成します。 
 

  《書式》 APCNVY <Sタイプオブジェクト名(*.MOT)> <ダウンロードファイル名(*.LOD)> 
 

    ●例 C:¥DT300¥SAMPLE>APCNVY SAMPLE.MOT SAMPLE.LOD 
 

★ ファイル変換を行う時には、同一ファイル名の「*.MAP」ファイルが必要です。

 リンク実行時に作成された MAP ファイルを同一ディレクトリに用意してください。

 

 

 

 

 

 

★実際に DT-300 に格納されるアプリケーションプログラムの容量は、ダウンロードファイルの 

ファイル容量ではありません。 

容量の計算は「2-7 アプリケーション容量の確認」を参照してください。 
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２－６ ＭＡＫＥ 
 

   今まで説明した作業は、バッチファイルまたは、ＭＡＫＥファイルに登録しておくと便利です。 

   これまでの操作をＭＡＫＥファイル記述した例を以下に述べます。 

   ただし、本製品にはＭＡＫＥプログラムは添付されておりません。 

   ＭＡＫＥファイルを使用する場合には別途「ＭＡＳＭ」か、「ＭＳ－ＣＶer. ７．０Ａ」の 

   ＭＡＫＥプログラムをご用意ください。 

   なお、「ＭＡＳＭ」の“ＭＡＫＥ．ＥＸＥ”と「ＭＳ－Ｃ」の“ＮＭＡＫＥ．ＥＸＥ”では書式 

   が異なりますので注意してください。 

   以下のサンプルは、ＭＡＫＥの記述例です。 
 

  #====================================================================# 

  #                       ＤＴ－３００ makefile sample                 # 

  #====================================================================# 

  #   Macro   # 

  HEADER              =c:¥dt300¥include¥cmndef.h c:¥dt300¥include¥bios1mac.h 

  AP                  =SAMPLE 
 

  #   Kanji   # 

  $(AP).c             :$(AP).src 

                      kj_cnvrt            $(AP).src $(AP).c 
 

  #  Compile  # 

  $(AP).obj           :$(AP).c $(HEADER) 

                      shc /i=.,c:¥dt300¥include;c:¥shc¥bin $(AP).c > err.c 
 

  #   Link    # 

                      $(AP).abs      : $(AP).obj $(HEADER) 

                      copy           $(AP).sub subfile.sub 

                      lnk            -SUBCOMMAND=subfile.sub 

                      submk          subfile.sub 

                      lnk            -SUBCOMMAND=subfile.sub 
 

  #   Stype   # 

  $(AP).mot           : $(AP).abs 

                      cnvs    $(AP).abs 

  #   Download   # 

  $(AP).lod           : $(AP).mot 

                      apcnvy  $(AP).mot 
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２－７ アプリケーション容量の確認 
 

   リンク完了後、マップファイル（＊．ＭＡＰ）を参照することにより、アプリケーションの 

   開始アドレスと終了アドレスが確認でき、その差の値がアプリケーション容量となります。 
 

   単に、容量が足りるかを確認するだけであれば、終了アドレスがアプリケーション領域内に 

   入っているかを確認する方法もあります。ただし、メモリサイズ変更処理を行った場合は、 

   終了アドレスが変わりますので注意が必要です。 
 

製  品  名 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ領域の容量 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ領域 

DT-300 約336Kbyte 09048030H ～ 0909C000H 
                 表２－８ デフォルトのアプリケーション領域 
 

 

 

 

 

 

★万一、容量がオーバーした場合はメモリサイズの変更処理が必要です。 

DT-300 はシステムメニューからアプリケーション領域の容量が指定できます。 

 

  【マップファイル参照方法】 
 

   マップファイルでは、各セクションの情報が次の表のように表示されます。 

   アプリケーションの開始アドレスと最終アドレスを調べるには、マップファイルの 

   「＊ＳＥＣＴＩＯＮ ＮＡＭＥ＊」と「＊ＴＯＴＡＬ ＡＤＤＲＥＳＳ＊」の２ヶ所を 

   参照します。 
 

SECTION NAME

P

START - END

H'????????
    ・
　　・
　　・

* TOTAL ADDRESS *
　　　　・
　　　　・
　　　　・

H'????????
    ・
　　・
　　・

-

H'???????? H'????????

LENGTH

H'????????
    ・
　　・
　　・

UNIT NAME

AP_START
   ・
   ・
   ・

H'????????

SECTION NAME START - END LENGTH UNIT NAME

hicif H'????????
    ・
　　・
　　・

H'????????
    ・
　　・
　　・

H'????????
    ・
　　・
　　・

AP_START
   ・
   ・
   ・

* TOTAL ADDRESS *
　　　　・
　　　　・
　　　　・

H'???????? - H'???????? H'????????

SECTION NAME START - END LENGTH UNIT NAME

ATTRIBUTE:

H'????????
    ・
　　・
　　・

H'????????
    ・
　　・
　　・

H'????????
    ・
　　・
　　・

AP_START
   ・
   ・
   ・

* TOTAL ADDRESS * H'???????? - H'???????? H'????????

DATA NOSHR RAM

R

 

図２－１ マップファイル 
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   アプリケーションの先頭アドレスは、「ＳＥＣＴＩＯＮ ＮＡＭＥ」が「Ｐ」の「ＴＯＴＡＬ  

   ＡＤＤＲＥＳＳ」行の「ＳＴＡＲＴ」部分のアドレスです（ここは０９０４８０３０になって 

   いるはずです）。 

   アプリケーションの最終アドレスは、「ＳＥＣＴＩＯＮ ＮＡＭＥ」が「Ｒ」の「ＴＯＴＡＬ  

   ＡＤＤＲＥＳＳ」行の「ＥＮＤ」部分のアドレスです。 
 

   この２つのアドレスの差がアプリケーションのファイル容量となります。 
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３．プログラムダウンロード 
３－１．動作環境 

３－１－１ ＨＩＯＷＩＮによるダウンロード 
 

   プログラムをダウンロードするためのツールとして通信キット「ＨＩＯＷＩＮ」と「ＬＭＷＩＮ」

を用意しています。（ＬＭＷＩＮについては、次項で説明します） 

   ＨＩＯＷＩＮはＰＣ～ＩＯボックス間でファイル転送を行うためのツールです。ＩＯボックス～Ｄ

Ｔ－３００間のファイル転送は、ＤＴ－３００のシステムメニューで用意されている通信機能を利

用します。 
 

ハードウェア PC/AT互換機 

ＣＰＵ Pentium133MHz以上 

ＯＳ WindowsNT4.0SP5以上 

Windows2000 
              表３－１ HIOWINの動作環境 
 

   ＨＩＯＷＩＮでダウンロードを行う場合のシステム構成を次に図示します。 
    

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図３－１ ＨＩＯＷＩＮのシステム構成 
 

      ※１ ＲＳ－２３２Ｃケーブルは、下記製品をご用意ください。 

          ＤＴ－８８７ＡＸ 

      ※２ ＵＳＢケーブルは、下記製品をご用意ください。 

RS-232C 

または 

USB 1.1 RS-422 

最大連鎖可能台数＝30台 

ＨＩＯＷＩＮ（DT-365IO

用集配信プログラム） 

連結コネクタ 

連結コネクタでの最大連鎖可能台数＝5台 
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          ＤＴ－３８０ＵＳＢ 

      ※３ ＲＳ－４２２ケーブルは、下記の製品をご使用ください。 

          ＤＴ－８８８ＲＳＣ 

また、接続は上位側ＩＯボックスのＣ－ＯＵＴから下位側ＩＯボックスのＣ－ＩＮにつなげて下さい。 

   ＩＯボックスのディップスイッチ内容及び設定例は下記の通りです。 
Sw-1 ⇒ IrDA通信速度     Sw-2 ⇒ IrDA通信速度 

Sw-3 ⇒ 動作モード   Sw-4 ⇒ 動作モード 

Sw-5 ⇒ 終端    Sw-6 ⇒ RS232C通信速度 

Sw-7 ⇒ RS232C通信速度  Sw-8 ⇒ RS232C通信速度 

Sw-9 ⇒     Sw-10 ⇒  

Sw-11 ⇒ 動作モード   Sw-12 ⇒  

 

①ＩｒＤＡ通信速度 

Sw-1 Sw-2 

OFF OFF 38400 bps

ON OFF 115200 bps

OFF ON 予約

ON ON 4M bps

 

②ＲＳ２３２Ｃ通信速度 

Sw-6 Sw-7 Sw-8 

OFF OFF OFF 2400 bps

ON OFF OFF 4800 bps

OFF ON OFF 9600 bps

ON ON OFF 19200 bps

OFF OFF ON 38400 bps

ON OFF ON 57600 bps

OFF ON ON 115200 bps

 

③動作モード 

Sw-3 Sw-4 Sw-11 

OFF OFF ON Master

ON OFF ON Slave

OFF ON ON 予約

ON ON ON 予約

 

④終端 

b5  

OFF 無効（非終端） 

ON 有効（終端） 

 

以下に例を記述します 

 

１．マスター＆終端の場合（ＩＯボックスが一つの場合） 

 Sw-1 Sw-2 Sw-3 Sw-4 Sw-5 Sw-6 Sw-7 Sw-8 Sw-9 Sw-10 Sw-11

ON ● ●   ●  ● ●   ● 

OFF   ● ●  ●   ● ●  

 

２．マスター＆終端でない場合（ＩＯボックスが複数の場合） 

 Sw-1 Sw-2 Sw-3 Sw-4 Sw-5 Sw-6 Sw-7 Sw-8 Sw-9 Sw-10 Sw-11

ON ● ●     ● ●   ● 

OFF   ● ● ● ●   ● ●  

 

３．スレーブ＆終端の場合（ＩＯボックスが複数の場合） 

 Sw-1 Sw-2 Sw-3 Sw-4 Sw-5 Sw-6 Sw-7 Sw-8 Sw-9 Sw-10 Sw-11

ON ● ● ●  ●  ● ●   ● 

OFF    ●  ●   ● ●  

 

４．スレーブ＆終端でない場合（ＩＯボックスが複数の場合） 

 Sw-1 Sw-2 Sw-3 Sw-4 Sw-5 Sw-6 Sw-7 Sw-8 Sw-9 Sw-10 Sw-11

ON ● ● ●    ● ●   ● 
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OFF    ● ● ●   ● ●  

 

         ※マスター：上位側がＰＣと接続しているＩＯボックス 

          スレーブ：上位側がＩＯボックスと接続しているＩＯボックス 
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３－１－２ ＬＭＷＩＮによるダウンロード 
 

   ＬＭＷＩＮは、Ｉ／Ｏボックスを経由してホスト（パソコン）と通信を行うツールです。 

   動作環境は次の通りです。 
 

ハードウェア PC/AT互換機 

ＣＰＵ i486以上 

ＯＳ MS-Windows95 

ユーザーズメモリ 16MB以上(コンベンショナル 640KB) 
               表３－２ ＬＭＷＩＮの動作環境 
 

 

   ＬＭＷＩＮでダウンロードを行う場合のシステム構成を次に図示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                               RS-422 

                                         USB/RS-232C                                    RS-422による連鎖接続（MAX：8台） 

 
 

                     図３－２ ＬＭＷＩＮのシステム構成 

 

■Power
■Line
■Data
■Memory
■Chrge

■Power
■Line
■Data
■Memory
■Chrge

■Power
■Line
■Data
■Memory
■Chrge

■Power
■Line
■Data
■Memory
■Chrge

■Power
■Line
■Data
■Memory
■Chrge



DT-300 開発ガイド                                                                                         

 

 20

 

３－２ ダウンロードファイル 
   ＤＴ－３００でプログラムを動作させるために必要なファイルは、以下のファイルです。 

   これらのファイルをＡドライブ（ＲＡＭ）またはＢドライブ（ＦＲＯＭ）にダウンロードします。

アプリケーション起動時に、CONFIG.HTS の内容にしたがってシステム環境が設定され、ASTART.HTS

で指定されているプログラムが起動します。 

① プログラムファイル （xxxxx.LOD）    ※ユーザー作成プログラム 

② システム環境ファイル（CONFIG.HTS）    ※このファイルのダウンロードは任意 

③ 自動起動ファイル  （ASTART.HTS）    ※必須 

④ パッチファイル   （PATCH001.LOD）   ※必須 

    

３－２－１ システム環境ファイル（CONFIG.HTS） 
 

   ＤＴ－３００のシステム環境設定を登録したファイルで、テキスト形式で設定値を記述します。 

   ファイル名は「CONFIG.HTS」固定で、先頭に識別子“CONFIG.HTS”を持ちます。    

項目   位置 ｻｲｽ゙  設定範囲 既定値 

ID   00 10 CONFIG.HTS固定 CONFIG.HTS 

電源  APO時間 +10 2 00-59(分) 10 

  ABO時間 +12 2 00,10-59(秒) 15 

  ﾚｼ゙ ｭー ﾑ +14 2 00:OFF / 01:ON 01 

KEY  ｸﾘｯｸ音 +16 2 00:OFF / 01:ON 01 

OBR 読取回数 +18 2 01-09(回)                        01 

 照合回数 +20 2 01-09(回)                        03 

 ｽｷｬﾝ時間 +22 2 01-09(秒)                        04 

MODE +24 2 00:6dot / 01:8dot / 02:10dot              01 

日/英 +26 2 00:日本語 / 01:英語                   00 

種別 +28 2 00:NORMAL / 01:BOLD                 00 

表示 

ｺﾝﾄﾗｽﾄ +30 2 00-15(段)                        07 

通信 共通 ﾌ゚ ﾛﾄｺﾙ +32 2 01:FLINK / 03:高速IO（HIO） 01 

 個別 速度(IR) +36 2 02:2400 / 03:4800 / 04:9600 / 05:19200 / 06:38400 

07:57600 / 08:115200(bps) 

08 

  ﾃ゙ ﾀー(IR) +38 2 07:7bit / 08:8bit 08 

  ﾊ゚ ﾘﾃｨ(IR) +40 2 00:NON / 01:EVEN / 02:ODD 00 

  STOP(IR) +42 2 00:1bit / 01:2bit 00 

タイマ  音量 +60 2 00:OFF / 01:小 / 02:中 / 03:大 02 

ﾌ゚ ﾛﾄｺﾙ  下記参照 +62    

ｻｲｽ゙   APｻｲｽ゙  +79 5 M0128-M0992(kbyte) M0336 

 

プロトコル関連：高速ＩＯ（ＨＩＯ）                                          

項目   位置 ｻｲｽ゙  設定範囲 既定値 

タイムアウト   +62 4 0-9000(ﾐﾘ秒) 3000 

リトライ回数   +66 4 0-99(回) 0005 

リザーブ   +70 6 000000 000000 

 

プロトコル関連：ＦＬＩＮＫ 

項目   位置 ｻｲｽ゙  設定範囲 既定値 

セッション確立タイムアウト   +62 4 0000-3600(秒) 1800 

受信タイムアウト   +66 4 0000-0600(秒) 0300 

セッション終了タイムアウト   +70 4 0000-0600(秒) 0010 

リザーブ   +74 2 00 00 

表３－３ システム環境ファイルの構造 
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★ファイルの内容は DT-700、DT-750、DT-800、DT-800、DT-850、DT-900 とは異なりますが、ファイル名は

同一ですので混在しないように注意してください。 

 

 

３－２－２ 自動起動ファイル（ASTART.HTS） 
 

   ＤＴ－３００のシステムメニューで“ＡＰキドウ”にて起動するアプリケーションを記述します。

ここに記述されているプログラムファイルをアプリケーションエリアに展開して起動します。 

     ＜書式＞  パス名＋ファイル名 

     ＜記述例＞ A:¥SAMPLE.LOD 
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３－３ ダウンロード 
３－３－１ ＨＩＯＷＩＮによるダウンロード 

３－３－１－１ ダウンロード手順 

 

      ＰＣよりＤＴ－３００にプログラムをダウンロードするまでの手順は以下の通りです。 

① ＨＩＯＷＩＮを使用して、ダウンロードファイルをＩＯボックスにコピーします。 

② ＤＴ－３００よりシステムメニューのファイル受信機能を使用して、ファイルを受信します。 

  

３－３－１－２ ＨＩＯＷＩＮの操作 

 

      ＨＩＯＷＩＮをインストールすると以下のような階層でフォルダが作成されます。（デフォル

トではC:¥Program Files以下に作成されます。） 
 

 

 

 

 

 

 

          HIOWIN   SEND     ・・・ ＩＯボックスに送信するファイルを格納するフォルダ 

 

               RECEIVE ・・・ ＩＯボックスから受信するファイルを格納するフォルダ 

 

               LOG   ・・・ ＩＯボックスとの通信ログを格納するフォルダ 

 

               IO_FIRM ・・・ ＩＯボックスのファームを格納するフォルダ（書替えが必要な場合に使用） 

 

               TEMP 

                          図３－３ フォルダ構成 
 

 

３－３－１－２－１ ファイルの準備 
 

（１） ダウンロードファイルの準備 

ＤＴ－３００にダウンロードする必要のあるファイルを SEND フォルダにコピーします。

（２）スクリプトファイルの準備 

ＩＯボックスからＤＴ－３００にダウンロードするファイルを記述したスクリプトファイル

（CONFIG.HIO）を作成し、SENDフォルダに格納します。 

 ＜記述例＞ 

  /R A:¥CONFIG.HTS A:¥ 

/R A:¥ASTART.HTS A:¥ 

/R A:¥APSMP.LOD A:¥ 

/R A:¥PATCH001.LOD A:¥ 

 

 ※上記例では、ＩＯボックスのＡドライブ（ＲＡＭ）に入っている各ファイルをＤＴ－

３００のＡドライブ（ＲＡＭ）にコピーします。 

  詳細は、ＨＩＯＷＩＮ操作説明書をご参照ください。 

（３）ＨＩＯＷＩＮ初期設定の設定 

   HIOWIN フォルダ内の初期設定ファイル（HIOWIN.INI）の[FILES]の設定でＩＯボックスにダウン

ロードするファイルを記述します。 

     ＜記述例＞ 

      [FILE] 

#RAM(A:) FROM(B:) 
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SendFile01=A:¥ 

SendFile02= 

SendFile03= 

SendFile04= 

SendFile05= 

 

       ※上記例では、SEND フォルダに格納されている全ファイルをＩＯボックスのＡドライブ

（ＲＡＭ）へコピーします。 

        詳細は、ＨＩＯＷＩＮ操作説明書をご参照ください。 

 

３－３－１－２－２ ＨＩＯＷＩＮの起動 
 

HIOWINフォルダのHIOWIN.EXEを起動すると次のような画面が起動します。 

 
 

      
                      図３－４  ＨＩＯＷＩＮ初期画面 
 

 

 

       ※初めて、ＰＣとＩＯボックスを繋いでＨＩＯＷＩＮを使用する場合、「保守」機能によ

り、以下の手順でＩＯボックスの設定を行ってください。 

①ＩＯボックスのディップスイッチの確認 

②ＰＣ・ＩＯボックス間がＵＳＢ又はＲＳ２３２Ｃで正しく接続されているか確認 

③ＨＩＯＷＩＮの「保守」機能により、ＣＯＭ設定を行います。 

④ＨＩＯＷＩＮの「保守」機能により、ＩＤ設定を行います。 

⑤ＨＩＯＷＩＮの「保守」機能により、ＲＡＭクリアを行います。 

⑥ＨＩＯＷＩＮの「保守」機能により、ＦＲＯＭクリアを行います。 

ＩＯボックスの設定は以上です。詳細はＨＩＯＷＩＮ操作解説書をご参照ください。 
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３－３－１－２－３ ＰＣからＩＯボックスへの送信 
 

初期画面から“保守”を選択します。 
 

 

                     図３－４ 保守画面 

     

“データ送信”を押下することによりHIOWIN.INI で設定しているファイルをＩＯボックスに送

信します。送信が完了するとＩＯボックスの状態が表示されます。 

 

 
                     図３－５ 保守画面（データ送信完了時） 
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３－３－１－３ ＤＴ－３００操作 

 

ＩＯボックスに格納されているファイルをＤＴ－３００で受信するには、ＤＴ－３００をＩ／

Ｏボックスに載せて、次の手順でＤＴ－３００本体側の準備を行い、受信を開始します。 
 

ａ．「Ｆ」キーと「決定」キーを押しながら電源をオンします（システムニュー起動）。 

ｂ．「４：テンソウ」を選択します。 

ｃ．「４：プロトコル」を選択します。 

「２：コウソクＩＯ」を選択して「決定」キーにて確定します。 

ｄ．「３：ユーティリティ」を選択します。 

   「１：ファイルテンソウ」を選択します。 
 

以上で通信待機状態になります。 

ＤＴ－３００がＩＯボックスに乗っていれば通信が開始されます。 
 

ダウンロード完了後は「クリア」キーを押して、「システムメニュー」のトップページに 

戻り、「１：ＡＰキドウ」を行うと、アプリケーションプログラムが起動します。 
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３－３－２ ＬＭＷＩＮによるダウンロード 
 

３－３－２－１ ＬＭＷＩＮの操作 

 

ＬＭＷＩＮを起動すると、次の画面が表示されます。 
 

        

                      図３－１７ ＬＭＷＩＮのメインメニュー画面 
 

 

３－３－２－２ ＬＭＷＩＮのスクリプト作成 

 

     まず、スクリプトメニューから新しいスクリプトを作成します。 

     「新規作成サブメニューを」選択してください。 
 

         

                     図３－１８ ＬＭＷＩＮのスクリプトメニュー画面 
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３－３－２－３ ＬＭＷＩＮのスクリプト新規作成 

 

     ここで「新規作成」サブメニューオプションを選ぶと、下の画面になります。 

     （この画面は「追加」を押す前のコマンドとオプションが選択された画面です） 
 

     この画面よりコマンドボックスから実行するコマンドを選びます。 

     コマンドを選択すると、コマンドと一致しているオプションを入力/選択しなければ 

     なりません。例えば、もし選ばれたコマンドがsendならば、「ファイル」、「格納 

     ディレクトリ」のオプションを入力し、必要であれば「オプション」を選択します。 

     その後、［追加］ボタンを押す事によりスクリプトに追加されます。 
 

       

                  図３－１９ ＬＭＷＩＮのスクリプトファイル新規作成画面 
 

 

     この画面上のボタンの意味は次の通りです。 

     ●［追加］       … コマンドを「スクリプト」に追加します。 

     ●［結合］       … 前のスクリプトコマンドに結合します 

● ［戻る］       … メイン画面に戻ります。スクリプトファイルの 

             セーブはしません。 

     ●［保存］       … スクリプトファイルを上書き保存します。 

     ●［名前を付けて保存］ … 名前を付けて保存します。 

     ●［参照］       … ユーザがＨＴに送るファイルを選択できます。 
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３－３－２－４ ＬＭＷＩＮのスクリプトを開く 

 

     新規作成の「開く」サブメニューオプションを選ぶとスクリプトファイル選択画面が 

     表示されます。 
 

           

                  図３－２０ スクリプトファイルを開く画面その１ 
 

     スクリプト選択画面でスクリプトファイルを選択すると次の画面になります。 

       

                    図３－２１ スクリプトファイルを開く画面その２ 
 

     「スクリプトファイル」に選択したスクリプトファイルの内容が記述されます。 
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３－３－２－５ ＬＭＷＩＮの環境設定 

 

     次に環境設定メニューの「通信設定」サブメニューを選択します。 

     これは通信設定画面を表示するものです。 
 

        

                       図３－２２ ＬＭＷＩＮ環境設定メニュー 
 

           DT-364IOで通信を行うには、<B.S./B.B.IOBOX>を選択して下さい。 
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３－３－２－６ ＬＭＷＩＮの実行 

 

 
 

３－３－２－６－１ スクリプト実行 
 

     スクリプト選択画面では１種類のスクリプトを選択できます。 

     選択したスクリプトを実行します。 
 

         

                 図３－２７ ＬＭＷＩＮサーバーモード実行スクリプト選択画面 
 

 

３－３－２－７ 中断 

 

     中断サブメニューは選択すると通信を中断し、スクリプトファイルの作成／修正と 

     環境設定を行なうことが出来るようになります。 
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★ 通信実行中は「環境設定」メニューは使用できません。

 その為、通信中は通信設定を行うことができません。また、スクリプトメニューの「新規作成」

 サブメニューも使用できません。さら通信中はスクリプトファイルの作成と編集はできません。

 ご注意ください。
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３－３－２－８ ブリッジサテライトＩＯ－ＢＯＸの設置 

 

      サテライトＩＯ－ＢＯＸのインターフェースは、次のようになっています。 

      次に進む前に、ケーブルはきちんと接続されているかどうか、Ｉ／Ｏボッ 

      クスには電源を入れてあるか、確認してください。 
 

　　　　パソコン                      IO ボックス 1                   IO ボックス 2

                                                                                    ・・・・・

                                                                                    以降 RS-422 で接続

　　　　　　　　　　　　 RS-232C                         RS-422

                      図３－２８ パソコンとサテライトＩＯボックスの接続 
 

 

IOボックス最大接続台数 ハンディ本体最大認識数 

８台 ８種類 
                     表３－６ サテライトＩＯボックスの最大接続台数と最大認識数 
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３－３－２－９ ＤＴ－３００操作 

 

パソコンのＬＭＷＩＮとＤＴ－３００で通信をするには、パソコン側を「３－３－２－６－１ 

スクリプト実行」で通信待機にしておき、ＤＴ－３００をＩ／Ｏボックスに乗せて、次の手順 

でＤＴ－３００本体側の準備を行い、通信を開始します。 
 

ａ．「Ｆ」キーと「決定」キーを押しながら電源をオンします（システムニュー起動）。 

ｂ．「４：テンソウ」を選択します。 

ｃ．「４：プロトコル」を選択します。 

「１：ＦＬＩＮＫ」を選択して「決定」キーにて確定します。 

ｄ．「３：ユーティリティ」を選択します。 

  「１：ファイルテンソウ」を選択します。 
 

以上で通信待機状態になります。 

ＤＴ－３００がＩＯボックスに乗っていれば通信が開始されます。 
 

ダウンロード完了後は「クリア」キーを押して、「システムメニュー」のトップページに 

戻り、「１：ＡＰキドウ」を行うと、アプリケーションプログラムが起動します。 
 

 

☆パソコン側は、スクリプトではなく「実行」メニューから「コマンド」を選び、コマンドメ 

ニューの “send” を選んで実行しても構いません。 
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４．アプリケーション開発上の留意事項 
 

   ①コントラストの調整について 
 

    画面のコントラスト調整及び、バックライトのオン／オフは、初期状態においては次の 

    操作で調整することが可能です。 
 

    ・▲（F1）     ： コントラストを１段階濃くする 

    ・▼（F4）     ： コントラストを１段階薄くする 

    ・バックライト（F2）： バックライトのオン／オフ 
 

    コントラスト調整は、環境の変化や個体のばらつきにより必要になる場合があります。 

    ファンクションキーの設定を変更する場合も、アプリケーションでコントラスト調整が 

    可能になるようにしてください。 
 

   ②ＬＢ０の通知機能について 
 

    主電池（乾電池）の電圧低下状態には、ＬＢ１（警告レベル）とＬＢ０（強制電源断）が 

    あります。 

    ＬＢ０発生時には、システム側で強制的に電源断処理を行います。 

    従って、通知機能によるフラグをアプリケーションが認識するのは、次回の電源オン時です。 
 

    一般的に、ＬＢ０からの復旧状態では、電池交換等により電源が確保されているわけですから、 

    ＬＢ０発生時に通知機能を使い電源断処理などを行うと、電池交換しても一回は電源が切れて 

    しまう、という動きになります。 

    操作上、混乱しないようにして下さい． 
 

    一般的にＬＢ０の通知機能が必要となるのは、単なるレジューム処理では現状を復帰できない 

    場合や、復旧する必要のない場合です。 

    たとえば、通信中のＬＢ０による電源断の場合などです。 
 

③Ｂドライブ（ＦＲＯＭ）使用上の注意点 

 

    Ｂドライブ（ＦＲＯＭ）には書込み制限がありますので、頻繁に書込み処理を行うファイルを格

納することは避け、プログラムファイルやマスタファイルなど読み込み専用のファイルを格納す

るようにしてください。 
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５．Ｑ＆Ａ集 
 

   Ｑ1：ｆｒｅａｄ関数を使った時に異常終了となった場合、ｆｃｌｏｓｅ関数にて異常終了した 

      ファイルをクローズすると、異常終了してしまうのですが？ 

   Ａ1：Ｃライブラリの仕様です。 

      ｆｃｌｏｓｅ関数は、エラーフラグの立っているファイルはエラーと判断し、クローズ 

      しません。 

      このような場合の異常終了を回避するには、ｆｒｅａｄ関数の後に次のような処理を行って 

      ください。 
 

      ｒｅｔ ＝ｆｒｅａｄ（ ｂｕｆ， ｓｉｚｅ， ｎ， ｆｐ ）； 

      ｉｆ（ｆｅｒｒｏｒ（ｆｐ）） 

     ｛ 
 

      ここにエラー時の処理を記述してください 
 

      ｃｌｅａｒｅｒｒ（ｆｐ）；  ←エラーフラグをクリアします 

      ｝ 
 

   Ｑ2：ｌｃｄ＿ｇａｉｊｉ関数にて外字登録を行うと、その外字はどの領域に登録されるの 

      ですか？ 

   Ａ2：ファイルデータを外字フォントエリアにメモリ展開します。 

      このエリアは、あらかじめ確保されているエリアなので、ワークエリアを圧迫することは 

      ありません。 
 

   Ｑ3：ＫＪ＿ＣＮＶＲＴで、２バイトコードとエスケープ文字列を同一文字列に入れて 

      変換すると、エスケープ文字列も変換されてしまうのですが？ 

   Ａ3：制約事項です。 

      文字列内に２バイトコードがあった場合、それ以降の文字を全て変換しているためです。 

      同一文字列内で２バイトコードとエスケープ文字列を混在して使用しないでください。 

  例） 

   変換前 
 

char dsp_data[ ]=“漢字¥n”; 
 

                   ↓ 
   変換後 

 

char dsp_data[ ]=“¥x8a¥xbf¥x8e¥x9a¥x5c¥x6e”; 
 

 

 

   Ｑ4：キー入力関数で、リターン条件に「ＬＢ発生終了」を設定しておけばＬＢ通知モードを 

      設定していなくても入力処理を脱出することができるのですか？ 

      （ｋｅｙ＿ｒｅａｄ，ｋｅｙ＿ｎｕｍ，ｋｅｙ＿ｓｔｒｉｎｇ） 

   Ａ4：脱出することはできません． 

      ＬＢ通知モードを設定し、さらにキー入力関数のリターン条件に「ＬＢ発生終了」を 

      設定しなければなりません。 
 

   Ｑ5：コントラスト調整や、バックライトのＯＮ／ＯＦＦをプログラムで実行することは 
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      できますか？ 

   Ａ5：コントラスト調整はｄａｔ＿ｓｙｓｔｅｍ関数で、バックライトのＯＮ／ＯＦＦは 

      ｌｃｄ＿ｅｌ関数で実行できます． 
 

 

   Ｑ6：通知モードのフラグ状態取得関数「ｆｌｇ＿ｓｔｓ」の第１パラメータである 

      「ｐ＿ｆｌｇｐｉｄ」は何のために使用するのですか？ 

   Ａ6：将来の拡張用ですので現行のＤＴ－３００では使用できません。 
 

   Ｑ7：ｋｅｙ＿ｎｕｍ関数を反転表示モードで呼び出し、キー入力後に脱出した後も入力 

      エリアは反転したままですが，ノーマル表示にする方法はありませんか？ 

   Ａ7：ありません。 

      ノーマル表示モードで表示し直してください。 
 

   Ｑ8：読み取り可能バーコードで、ＷＰＣ（ＵＰＣ－Ｅ以外）にチェックデジットの実行有りを 

      指定した場合、ＵＰＣ－Ｂコードは読み取り可能ですか？ 

   Ａ8：読めません。 

     ＵＰＣ－Ｂコードを読み取りたい場合は、チェックデジット実行無しに設定してください。 
 

   Ｑ9：メモリ領域のサイズを変更した場合、ソフトリセット或いは、ハードリセットによって 

      その値はデフォルトに戻るのですか？ 

   Ａ9：ハードリセットを行ってもデフォルト値に戻る事はありません。 

      但し、主電池及び副電池がローバッテリーでメモリを保持できなくなった場合には、デフォ

ルトに戻ります。 
 

   Ｑ10：システムメニューで設定値を変更後、アプリケーションすると設定値が変わってしまってい

るようです。なぜでしょうか？  

   Ａ10：アプリケーション起動時には、「ＣＯＮＦＩＧ．ＨＴＳ」の設定値が有効となります。シス

テムメニューで設定した値をアプリケーションで使用したい場合には「ＣＯＮＦＩＧ．ＨＴ

Ｓ」はダウンロードしないで下さい。 
 

   Ｑ11：長期保管により、主電池、副電池がなくなってしまいメモリが初期化されてしまいました。

メモリが初期化されてもアプリケーションが消えないようにすることはできませんか。？  

   Ａ11：プログラムファイルや環境ファイルをＲＡＭ（Ａドライブ）ではなくＦＲＯＭ（Ｂドライ

ブ）に格納しておくことにより、メモリが初期化された場合でもアプリケーションを起動す

ることが可能です。
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